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事

後
評
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．
事

業
種

別
備

考

1
道

路

2
道

路

3
道

路

4
道

路

5
河

川

事
業

年
度

江ご
う

の
川か

わ

下
流

水
防

災
対

策
特

定
河

川
事

業

（
吾

郷
あ

ご
う

地
区

ち
く

）

一
般

国
道

９
号

　
出

雲
い
ず
も

バ
イ

パ
ス

事
　

業
　

概
　

要

一
般

国
道

２
号

　
岡

山
市

内
立

体

一
般

国
道

２
号

　
厚

狭
あ
さ

・
埴

生
は
ぶ

バ
イ

パ
ス

一
般

国
道

１
８

８
号

　
岩

国
い
わ
く
に

南み
な
み バ

イ
パ

ス

　
一

般
国

道
２

号
は

、
大

阪
市

を
起

点
と

し
て

瀬
戸

内
海

沿
岸

の
主

要
都

市
を

経
由

し
、

北
九

州
市

に
至

る
延

長
約

６
７

０
ｋ

ｍ
の

主
要

幹
線

道
路

で
あ

る
。

　
厚

狭
・

埴
生

バ
イ

パ
ス

は
、

宇
部

市
逢

坂
か

ら
下

関
松

屋
東

町
二

丁
目

に
至

る
延

長
１

２
．

６
ｋ

ｍ
の

道
路

で
あ

り
、

当
該

区
間

に
お

け
る

交
通

混
雑

の
緩

和
、

交
通

安
全

の
向

上
、

地
域

経
済

の
活

性
化

な
ど

を
目

的
と

し
て

い
る

。

　
江

の
川

は
そ

の
源

を
広

島
県

北
広

島
町

阿
佐

山
に

発
し

、
広

島
県

か
ら

中
国

山
地

を
貫

流
し

て
日

本
海

に
注

ぐ
中

国
地

方
最

大
の

河
川

で
あ

る
。

　
昭

和
４

７
年

７
月

洪
水

は
、

江
の

川
全

域
に

降
雨

を
も

た
ら

せ
、

戦
後

最
大

洪
水

と
な

り
、

流
域

全
域

に
甚

大
な

被
害

を
も

た
ら

し
た

。
そ

の
後

も
昭

和
5

8
年

7
月

洪
水

で
は

、
下

流
に

降
雨

が
集

中
し

、
多

く
の

浸
水

被
害

が
発

生
し

た
。

　
吾

郷
地

区
は

地
盤

高
が

低
く

流
下

能
力

が
不

足
し

て
い

る
た

め
、

治
水

対
策

が
必

要
で

あ
る

が
、

通
常

の
堤

防
方

式
で

は
堤

防
延

長
が

長
く

、
さ

ら
に

築
堤

高
が

高
く

な
る

た
め

、
膨

大
な

費
用

と
年

数
が

必
要

と
な

り
、

事
業

効
果

発
現

に
時

間
を

要
す

る
。

そ
の

た
め

、
宅

地
の

盛
土

、
家

屋
の

嵩
上

げ
に

よ
り

治
水

安
全

度
の

向
上

を
図

る
。

平
成

１
４

年
度

～
平

成
１

９
年

度

　
一

般
国

道
９

号
は

、
京

都
市

か
ら

下
関

市
に

至
る

延
長

約
７

６
０

ｋ
ｍ

の
主

要
な

幹
線

道
路

で
あ

り
、

沿
線

地
域

の
産

業
・

社
会

活
動

や
住

民
の

生
活

に
大

き
な

役
割

を
果

た
す

重
要

な
路

線
で

あ
る

。
　

出
雲

バ
イ

パ
ス

は
、

出
雲

市
斐

川
町

富
村

か
ら

出
雲

市
芦

渡
町

に
至

る
延

長
約

８
．

７
ｋ

ｍ
の

道
路

で
あ

り
、

国
道

９
号

の
市

街
地

部
に

お
け

る
朝

夕
ピ

ー
ク

時
に

お
け

る
交

通
渋

滞
の

緩
和

を
図

る
と

と
も

に
、

安
全

で
円

滑
な

交
通

の
確

保
、

医
療

機
関

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

、
宍

道
湖

中
海

圏
域

の
経

済
交

流
の

拡
大

を
目

的
と

し
て

い
る

。

昭
和

４
９

年
度

～
平

成
２

０
年

度

　
一

般
国

道
２

号
は

、
大

阪
市

を
起

点
と

し
て

瀬
戸

内
海

沿
岸

の
主

要
都

市
を

経
由

し
、

北
九

州
市

に
至

る
延

長
約

６
７

０
ｋ

ｍ
の

主
要

幹
線

道
路

で
あ

る
。

　
岡

山
市

内
立

体
は

、
岡

山
市

南
区

州
崎

か
ら

岡
山

市
南

区
西

市
の

延
長

５
．

０
ｋ

ｍ
間

に
お

け
る

主
要

交
差

点
の

立
体

化
事

業
で

あ
り

、
平

面
交

差
点

を
立

体
化

す
る

こ
と

で
当

該
区

間
の

混
雑

緩
和

や
、

交
通

安
全

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

交
通

基
盤

の
強

化
お

よ
び

物
流

の
効

率
化

を
図

る
も

の
で

あ
る

。

平
成

１
５

年
度

～
平

成
１

９
年

度

平
成

２
４

年
度

　
第

４
回

中
国

地
方

整
備

局
事

業
評

価
監

視
委

員
会

 審
議

一
覧

表

事
　

業
　

名

昭
和

４
８

年
度

～
平

成
１

９
年

度

昭
和

６
１

年
度

～
平

成
１

９
年

度
　

一
般

国
道

１
８

８
号

は
、

岩
国

市
を

起
点

と
し

、
下

松
市

に
至

る
延

長
約

７
２

ｋ
ｍ

の
主

要
な

幹
線

道
路

で
あ

る
。

　
岩

国
南

バ
イ

パ
ス

は
、

岩
国

市
山

手
町

か
ら

岩
国

市
藤

生
町

に
至

る
延

長
４

．
９

ｋ
ｍ

の
道

路
で

あ
り

、
岩

国
市

内
に

お
け

る
渋

滞
緩

和
及

び
交

通
安

全
対

策
、

沿
道

環
境

の
改

善
、

日
常

生
活

に
お

け
る

利
便

性
の

向
上

な
ど

を
目

的
と

し
て

い
る

。

資
料

－
２


